
 

 

 

 

 

 

 

 １月２０日（土）に人丸小学校体育館で大阪市立大空小学校元校長の“木村泰子”先生をお招

きしての大蔵中学校区地人協・地愛協合同人権講演会が開催されました。大空小学校は「みんな

の学校」として映画にもなった学校です。すべての子どもが安心できる居場所づくりに向け、多

様性を大切にしながら、これからの時代に必要なコンピテンシーを育む学校づくりが進められて

いる学校です。木村泰子先生は、退職後も執筆・講演等これからの学校づくりに尽力されておら

れます。そんな木村泰子先生の話は YouTubeではいっぱい流れています。木村泰子先生の話を生

で聞くことができず残念でしたが、当日参加した学校教育課本所指導主事が参加した感想を届け

ていただきましたので紹介させていただきます。 
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木村泰子先生の講演会が開催されました 

木村泰子先生の話を聞いて考えたこと 

① “諦める（あきらめる）”潔さ 

 「学校だけで子どもを育むことは無理である」と自覚し、諦めることが大切なのだと考えま

した。それは、さじを投げるということではなく、保護者や地域住民を「共に子どもを育む、

共に学校をつくる当事者にする」ということです。「〇〇小(中)学校は校長が替わって悪くな

った。」、「○○先生を担任にするのはやめてほしい。」というような「文句」を言う地域の

人や保護者を“学校づくり”に巻き込むことが大切なのだと理解しました。 

②  地域や保護者を“学校づくり”に巻き込むためには… 

 ずばり「覚悟」だと思いました。地域や保護者を巻き込む…実践するためには様々な障壁が

あると思います。木村泰子先生は、当然ながらご自身の豊富な経験や実践を語っておられ、説

得力のあるものでした。しかし、それはどの学校、どの地域にも一様に成り立つものではな

く、それぞれの学校や地域の実態に応じて様々なことを見極めていく必要があると考えまし

た。しかし、木村泰子先生のお話から学んだことは「覚悟」です。巻き込もうと覚悟を決めて

行動すると、学校づくりの“当事者”は確実に増えるということです。その環境が整うと、子

どもにとってはもちろん教職員にとっても不利益は見当たらないと感じました。 

③ 上位目標を意識する 

木村泰子先生のお話に、大空小学校に着任されて間もない頃に存在していた「廊下の右側歩

行」にまつわるエピソードがありました。要約すると、そのルールが学校に存在している間は

そのルールの本質を教職員も子どもも考えていなかったため、ルールがあるにもかかわらず廊

下や階段でのけがが絶えなかったそうです。しかし、ルールの背景にある「ぶつからないよう

に歩く」という本質を理解したうえで、ルールをなくしてから、廊下や階段でのけがは０にな

ったという話でした。このエピソードは学校に存在する決まりやルールの一部です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本所指導主事、ありがとうございました。本所指導主事の感想を読みながら、“NHKスペシャル 

学校のみらい～不登校３０万人から考える～”の一場面が頭に浮かびました。“子どもたちが自

立的に学びをすすめる”と学びの在り方にチャレンジしている山形市立天童中部小学校の研究会

に参加された先生が感想を語られる場面です。「今の段階ではできない、カリキュラムというか

位置づけているものがない」、「すごくいい学びになると思う反面、私は小学校時代にこういう

学びがなかったので、そこに挑戦するという自分の勇気が問われるのかな」とお二人の若い先生

が感想を述べられていました。この感想の中に、これまで学びが変わらなかった理由が込められ

えているのではと感じます。言葉では「“正解のない時代”“VUCAな時代”に必要な資質・能力

を育てることが大切」と言いながら、教師だけでなく社会全体がこれまでの流れの中で、自分の

わかる範囲で答えを求めてきたのではと感じます。そういった意味で改めて学校の存在意義を問

い直しながら、新たな時代の学校を考え、一歩を踏み出す覚悟を今待ったなしで迫られているの

だと思います。覚悟するために対話が必要なんだと考えます。本所指導主事、ご苦労様でした。 

 ※NHKスペシャル：“学校のみらいダイジェスト”関係 

 https://www.nhk.or.jp/campaign/koe/kodomo/kiji_20240127.html 

 https://cocreco.kodansha.co.jp/cocreco/general/study/hutoukou/8yHRG 

 https://cocreco.kodansha.co.jp/cocreco/general/study/hutoukou/EPwUx 

木村泰子先生関連情報 

① みんなの教育技術 連載：木村泰子の｢学びは楽しい｣  

https://kyoiku.sho.jp/collaborator/52422/ 

② 茨城県教育研修センター Eｄ Café 

https://www.youtube.com/channel/UCEC6_SLeZ0v5ukauHUXjWBw/videos?view=0&sort=da 

③ ベネッセ：「みんなの学校」大阪市立大空小学校初代校長 木村泰子先生からのメッセージ 

https://www.youtube.com/watch?v=pvzCQeThuYI 

④ 木村泰子先生（みんなの学校）ダイジェスト版 

https://www.youtube.com/watch?v=hN2IlkfCn8k 

※書籍・YouTube動画は多数ありますので、興味をもたれましたらどうぞ。 

                                 （文責：北本） 

私たちは決まりやルールを「守らせる」ことに力を注ぎがちですが、そもそもそのルールの意

味や価値を考えることが重要だと感じました。つまり、上位の目標を真に理解するということ

です。それを突き詰めると、そもそも公教育としての学校は何のために存在するのかという疑

問にたどりつきます。木村泰子先生も何度もおっしゃっていましたが、学校が存在する意義、

つまり学校が目指す最上位目標は「子どもの学習権を保障する」ということです。その意味深

さを常々考え、対話を通して学校づくりにかかわる方とつながっていくことが大切だと感じま

した。 

 

正直なところ、木村泰子先生と同じ職場で働くことを想像したら、まさに「覚悟がいる…

（汗）」という後ずさりする感情はわきました。しかし、著書や映像を見て聞く話とは比較に

ならないくらい迫力と説得力がありました。そのような木村泰子先生の話に心打たれました

し、その話を聞くためにたくさんの現場の先生が来られていたことに私自身よい刺激を受けま

した。 
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